
○岡田議長 これより会派の議員による関連質問に入ります。

初めに、西野議員。

〔西野議員質問席へ〕

○西 野議 員 会 派自 由 創政、 つく りま す！米 子の 「トリ セツ 」、

西野 太一 でござ いま す 。先ほ どの 戸田 議員の 代表 質問に 関連 した

質問、２点させていただきます。

まずは、国家公務員兼業緩和による本市職員の兼業について。

令 和８ 年度、 ４月 か ら国家 公務 員の 兼業が 大幅 に緩和 され るよ

うで す。 前回の 質問 で 、本市 職員 にお ける兼 業の 在り方 につ いて

研究 して いくと 言わ れ ました が、 この 国家公 務員 兼業緩 和に よる

地方 公務 員への 影響 を どのよ うに 認識 してい るの かお聞 かせ くだ

さい。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 国 家 公務員 の兼 業緩 和に係 る地 方公務 員へ の影

響に つい てでご ざい ま すが、 新た に緩 和され る国 家公務 員の 兼業

の概 要は 、職員 の有 す る知識 ・技 能を 生かし た事 業や社 会貢 献に

資す る事 業を自 営で 行 う場合 に兼 業と して承 認可 能とな るも ので

ござ いま す。一 方で 、 地方公 務員 の兼 業は、 これ までも 地域 の実

情に 応じ た環境 整備 が 求めら れて きて おりま して 、本市 では 、既

に米 子市 職員兼 業許 可 等事務 取扱 規程 を整備 して おりま す。 新た

に緩 和さ れる国 家公 務 員の自 営兼 業に 該当す る事 業につ きま して

も、 職務 遂行に 支障 の ない範 囲で 承認 可能と して いると ころ でご

ざいます。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 そ れで は 、現在 の米 子市 職員兼 業許 可等事 務取 扱規



程の規定内容と許可件数の推移についてお聞かせください。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 こ の 規程で ござ いま すが、 米子 市職員 の営 利企

業の 従事 等の制 限に 関 する規 則と いう のがご ざい まして 、こ の規

則に 基づ いて兼 業の 許 可等に 関す る事 務の取 扱い に関し 必要 な事

項を 定め たもの でご ざ います 。兼 業許 可の申 請手 続、兼 業の 許可

をし ない 場合の 基準 、 地域貢 献活 動に 関する 兼業 の許可 の特 例な

どを定めているものでございます。

過 去３ 年間の 兼業 許 可の件 数で ござ います が、 令和５ 年度 が４

件、 令和 ６年度 が３ 件 、令和 ７年 度が ４件で ござ いまし て、 その

内容 とし まして は、 地 域社会 への 貢献 、スポ ーツ インス トラ クタ

ー、 家業 への従 事な ど となっ てお り、 件数及 び内 容につ きま して

は、 年度 におい て大 き な変動 は見 られ ない状 況で ござい ます 。以

上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 本 市職 員 の兼業 件数 は、 年間３ 件、 ４件の よう です。

これ が多 いのか 少な い のかは 分か りま せんが 、現 段階、 また は兼

業が 緩和 される こと を 想定し 、民 間事 業者や 市と 関係の ある 団体

との 兼業 に利益 相反 な どの懸 念に つい て、ど のよ うなチ ェッ ク体

制があるのか、必要なのか、考えているのかお聞かせください。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 先 ほ ど申し まし た米 子市職 員兼 業許可 等事 務取

扱規 程な どにの っと り まして 、兼 業許 可につ いて 公平な 判断 ので

きる 体制 が必要 でご ざ います 。現 段階 におき まし ても民 間事 業者

や市 と関 係のあ る団 体 との兼 業に おい て懸念 事項 などが ある 場合



には 、必 要に応 じて 本 人への 聞き 取り や関連 資料 の提供 を求 め、

厳正 な審 査を行 って お ります 。ま た、 実務に おき まして は、 兼業

許可 申請 前に職 員か ら 兼業に 関す る相 談を受 けて おりま して 、可

能な 限り 事前に 兼業 に 関する 懸念 事項 につい ての 確認を 行っ てい

るところでございます。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 職 員の 兼 業が緩 和さ れて きても 、引 き続き 厳正 な審

査をお願いいたします。

次 に、 人口減 少、 若 手人材 の都 市部 流出が 進む 中、兼 業の 緩和

は、 職員 の定着 や採 用 力強化 、ま た地 元中小 企業 の人手 不足 改善

につ なが ると考 えま す 。まず は本 市職 員が国 家公 務員の 兼業 緩和

を受 けて 、兼業 につ い てどの よう に考 えてい るの か、聞 き取 りや

アン ケー ト調査 、こ れ を行っ ては どう でしょ うか 見解を 伺い ます。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 現 時 点にお きま して 全庁的 な職 員意識 調査 の実

施は 考え ており ませ ん が、地 方公 務員 は、地 方公 務員法 に定 める

職務 に専 念する 義務 が ござい ます ので 、兼業 規制 の緩和 は、 まず

本業 であ る公務 に支 障 がない 範囲 で行 うこと が大 前提に はな りま

すも のの 、公務 員が 市 民の一 員と して 地域振 興や 社会貢 献に 資す

る活 動に 関与す るこ と が求め られ てい る背景 もあ るもの と認 識を

して おり ます。 本市 に おける 兼業 の許 可件数 や事 前の相 談件 数は、

先ほ ど申 しまし たよ う に年間 数件 にと どまっ てい る状況 がご ざい

ます ので 、改め て米 子 市職員 兼業 許可 等事務 取扱 規程や 兼業 制度

の趣 旨及 びその 概要 、 また国 の制 度の 緩和の 背景 などを 含め まし

て、 適切 な制度 の運 用 となり ます よう 、職員 に周 知を図 って まい



ります。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 近 年、 兼 業、副 業に 関心 を持つ 職員 も増え てき てい

ると 感じ ており ます 。 先日完 成し た職 員採用 案内 のパン フレ ット

を拝 見し ました が、 市 役所職 員と して 働くこ との 魅力が 丁寧 に伝

わる 、大 変すば らし い 内容で あっ たと 感じま した 。その 上で 、ぜ

ひ今 後加 えてい ただ き たい視 点が ござ います 。例 えば○ ○係 長が

休日 にだ んだん バス の 運転手 とし て公 共交通 の担 い手不 足を 補い

地域 の足 を支え てい る 、また 、○ ○課 長が農 業の 担い手 不足 を補

うた め休 日には 白ネ ギ の収穫 に汗 を流 してい ると いった よう に、

職員 一人 一人が 地域 課 題の解 決に 主体 的に関 わり 、行政 の枠 を超

えて 地域 を支え てい る 姿を採 用広 報の 中で発 信し ていく とい う取

組です。

出 生数 が年々 減少 し 、今後 ます ます 職員採 用が 厳しく なる 中に

おい ては 、給与 や安 定 性だけ では なく 、地域 と多 様につ なが りな

がら 働け る市役 所、 挑 戦や社 会貢 献を 後押し する 職場と いう 他市

には ない カラー を打 ち 出すこ とが 重要 である と考 えます 。兼 業を

通じ て地 域に貢 献し 、 自身の スキ ルや 視野を 広げ ながら 働け る環

境づ くり と、そ の姿 を 積極的 に発 信す ること で、 よりよ い人 材の

確保につなげていただくことを強く要望いたします。

次 に、 現在の 本市 の 教職員 の兼 職、 兼業に つい ての許 可な どに

ついて伺います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 教職 員 の兼職 、兼 業に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 教職 員の兼 職、 兼 業につ きま して は、教 育公 務員特 例法 第１



７条 に基 づきま して 、 本務に 支障 のな い範囲 で市 町村教 育委 員会

が認 可の 可否を 判断 す ること とな って おりま す。 本市の 規程 では、

兼職 ・兼 業の希 望が あ る場合 は校 長を 通して 営利 企業従 事等 許可

願出 書を 市教育 委員 会 に提出 しま して 許可を 受け ること とな って

おります。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 次 に、 教 職員の 部活 動指 導に当 たる 手当に つい てで

すが 、現 在、教 職員 が 部活動 指導 に従 事する 際の 手当の 在り 方に

つい ては 、部活 動の 地 域移行 、地 域連 携の推 進と 密接に 関係 して

いる もの と認識 して お ります 。そ こで 伺いま す。 今後、 部活 動の

地域 移行 が進む 中に お いて、 希望 する 教職員 が部 活動指 導員 また

は地 域ク ラブ活 動の 指 導者と して 兼業 、副業 の形 で報酬 を得 なが

ら指導に当たることは可能なのかお聞かせください。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 教職 員 の部活 動指 導に 当たる 手当 等につ いて のお

尋ね でご ざいま す。 部 活動指 導員 は、 学校部 活動 に対す る教 職員

の負 担軽 減や指 導体 制 の充実 を目 的と して市 が任 用しま す会 計年

度任 用職 員でご ざい ま す。そ うし たこ とから 、国 が実施 して おり

ます 部活 動指導 員配 置 支援事 業に おき まして は、 教職員 が部 活動

指導 員と なるこ とを 想 定して いな いた め、こ の補 助金の 対象 外と

され てお ります 。し た がいま して 、教 職員が 部活 動指導 員と して

報酬を受け取ることは制度上困難でございます。

一 方、 地域ク ラブ の 指導者 とし て指 導に当 たる ことは 、先 ほど

述べ た手 続によ りま し て、報 酬を 得な がら指 導に 当たる こと は可

能でございます。



○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 そ れで は 、現在 、学 校の 先生の 中で 、地域 クラ ブの

指導 者と して報 酬を 得 ている 教員 、何 名ほど おら れるの か。 また、

どの よう な地域 クラ ブ の指導 に当 たっ ている のか お聞か せく ださ

い。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 地域 ク ラブ指 導に 当た る教職 員の 実態に つい ての

お尋 ねで ござい ます 。 現在の とこ ろ、 本市の 小中 学校に 勤務 する

教職 員の うち、 地域 ク ラブの 指導 者と して報 酬を 得てい る者 は２

名と いう ふうに 把握 し ており ます 。い ずれも 市内 の柔道 クラ ブの

指導者として指導に当たっていただいております。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 休 日に 柔 道の地 域ク ラブ の指導 者と して指 導さ れて

いる 方が ２名お られ る という こと です 。今後 、部 活動が 地域 クラ

ブに 移行 してい くと 思 われま すの で、 兼業の 緩和 により 、こ のよ

うな教職員が増えていくことを願います。

続 きま して、 平日 の 部活動 に従 事す る教職 員の 処遇に つい て質

問さ せて いただ きま す 。近年 、部 活動 の地域 移行 や教職 員の 働き

方改 革が 進めら れる 一 方で、 現状 にお いては 、平 日の部 活動 指導

につ いて 、勤務 時間 外 に対応 せざ るを 得ない 教職 員が多 く存 在し

てい るこ とを認 識し て おりま す。 こう した状 況は 教職員 の長 時間

労働 の一 因とな り、 心 身の負 担増 加や 人材確 保の 観点か らも 課題

であ ると 考えま す。 特 に平日 の部 活動 は、教 育活 動の一 環と して

位置 づけ られる もの の 、実態 とし ては 正規の 勤務 時間外 を超 えて

指導 に当 たって いる ケ ースが 多く 、現 在の処 遇が 十分と は言 えな



い状 況で はない でし ょ うか。 そこ で伺 います 。平 日の部 活動 に従

事す る教 職員に 対し 、 勤務実 態を 適切 に評価 した 上で、 手当 の支

給な ど処 遇改善 を図 る 必要が ある と考 えます が、 本市教 育委 員会

の見解と今後の対応方針についてお聞かせください。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 平日 の 部活動 に従 事す る教職 員の 処遇改 善に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。教 職員 の勤 務条件 につ きまし ては 、公

立の 義務 教育諸 学校 等 の教育 職員 の給 与等に 関す る特別 措置 法、

いわ ゆる 給特法 に基 づ きまし て、 時間 外勤務 手当 を支給 しな い代

わり に教 職調整 額を 支 給する 仕組 みと なって おり まして 、平 日の

部活 動に つきま して も 、原則 この 制度 の枠内 で整 理され てお りま

す。

一 方で 、部活 動が 教 員にと って 長時 間勤務 の一 因とな って いる

とい うこ とは国 も認 識 してお りま して 、中央 教育 審議会 や文 部科

学省 の有 識者会 議に お きまし て給 特法 の在り 方や 教職調 整額 の見

直し 、働 き方改 革を 含 む処遇 改善 の議 論が進 めら れてい ると ころ

でございます。

教 職員 の処遇 改善 に つきま して は、 給与体 系の 見直し だけ でな

く、 業務 構造の 見直 し とを一 体で 捉え る必要 があ るとい うふ うに

考え てお ります 。本 市 としま して は、 これま でも 部活動 指導 員の

配置 拡充 による 顧問 教 員の負 担軽 減や 、活動 時間 や休養 日等 、ガ

イド ライ ンの遵 守な ど を進め てい ると ころで ござ います 。今 後も

国や 県の 動向を 注視 す るとと もに 、現 場の実 情や 課題を 共有 しな

がら 、教 職員の 働く 環 境の適 正化 に努 めてま いり たい、 この よう

に考えております。



○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 教 職員 の 勤務条 件に つい ては給 特法 の枠組 みの 中で

整理 され ており 、部 活 動指導 につ いて も原則 とし て時間 外勤 務手

当の 対象 とはな らず 、 教職調 整額 によ って対 応さ れると いう 現状、

また 部活 動が長 時間 勤 務の一 因で ある ことは 国も 認識し てお り、

給特 法の 在り方 や処 遇 改善に つい て国 レベル で議 論が進 めら れて

いる こと は理解 いた し ました 。一 方で 、本市 にお いても 部活 動指

導員 の配 置や活 動時 間 のガイ ドラ イン 厳守な ど業 務構造 の見 直し

によ る負 担軽減 に取 り 組んで おら れた ことは 評価 したい と思 いま

す。

そ の上 で、現 場の 教 職員か らは 、働 き方改 革が 進む一 方で 、依

然と して 業務量 と処 遇 との乖 離を 感じ ている 声や 、部活 動の 地域

移行 が進 む中で 、指 導 の専門 性を 生か した関 わり 方や、 確保 され

つつ ある 時間を どの よ うに位 置づ ける のかと いっ た新た な課 題も

聞こえております。

こ うし た中、 国に お いては 、国 家公 務員の 兼業 、副業 の在 り方

につ いて も見直 しの 動 きがあ り、 教育 現場に おい ても、 教職 員の

兼業 を例 外的に 制限 す るもの と捉 える だけで なく 、働き 方改 革や

人材 確保 、専門 性の 社 会還元 とい った 観点か ら整 理して いく 必要

があ るの ではな いか と 考え、 この よう な質問 をさ せてい ただ きま

した。

市 の職 員や教 職員 の 兼業の 在り 方に ついて 質問 してき まし たが、

兼業 、副 業の推 進は 、 人手不 足対 策や 人材確 保と いう観 点だ けで

はな く、 地域財 政を 支 える所 得税 納税 額の増 加と いう側 面か らも

重要 な意 義を持 つと 考 えます 。い わゆ る団塊 の世 代がシ ニア 世代



とな り生 産年齢 人口 が 減少す る中 で、 １９８ ０年 代には ８人 で１

人の 高齢 者を支 えて い た、そ うい った 社会構 造が ありま した 。２

０５ ０年 には、 もは や 1.３ 人 で １ 人 の 高 齢 者 を 支 え る 時 代 に な る

との 指標 も示さ れて お ります 。さ らに は、１ ９８ ０年代 、生 産年

齢人 口が 多かっ たこ と に加え 、２ ４時 間戦え ます かとい う言 葉に

象徴 され るよう に、 働 くこと が社 会を 支える 原動 力とな って おり

まし た。 一方、 現代 は 生産年 齢人 口が 減少し てい るにも かか わら

ず、 労働 時間に は厳 し い規制 があ り、 人口減 社会 を誰が どの よう

に支 えて いくの かと い う課題 がよ り一 層重く のし かかっ てお りま

す。

そ のよ うな中 で、 働 く意欲 のあ る方 が兼業 、副 業を通 じて 地域

課題 の解 決に関 わり 、 収入を 得て 納税 を行う とい う循環 は、 地域

を支 える 極めて 健全 な 姿であ ると 考え ます。 兼業 、副業 は人 手不

足解 消策 である と同 時 に、所 得税 とい う地域 の基 盤を支 える 財源

の確 保に もつな がる 重 要な取 組だ と考 えます 。働 きたい 方に はし

っか り働 いてい ただ き 、納税 もし っか りして いた だく、 その こと

自体 が地 域貢献 であ り 、市と して も後 押しし てい くべき 方向 性で

はな いの でしょ うか 。 これは 今日 の朝 、通告 した のです が、 答弁

していただければ、最後に伊木市長、考えをお聞かせください。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 西 野議 員 の御指 摘に つい ては、 言わ れる限 りに おい

ては その とおり だと い うふう に私 は思 います が、 やはり 、例 えば

公務 員の 副業と いう の を考え たと きに は、先 ほど 部長が 答弁 した

よう に、 様々な ルー ル を遵守 した 上で の副業 にな るとい うこ とは、

これ はも うやは り理 解 をして いた だか なけれ ばな らない とい うと



ころ でも ござい ます 。 その中 で、 どれ だけし っか りやっ てい ただ

ける かと いう話 では な いかと いう ふう に私は 理解 をして おり ます。

や り過 ぎたと きに 、 やはり 本業 がお ろそか にな るとい うこ とも、

これ はあ り得る と私 は 思って いま す。 それが 絶対 駄目だ とい うこ

とを 言う わけじ ゃな く 、だか ら駄 目だ という わけ じゃな く、 もし

かし たら 、人に よっ て は副業 を本 業に するぐ らい の職種 転換 とい

うものもあり得るというふうに思っております。

か つて 絵の上 手な 職 員がお りま して 、結果 的に プロに なり まし

たけ ども 、そう いう 、 当初は 働き なが ら絵を 描い ていて 、最 初は

趣味 の程 度だっ たか も しれま せん けど 、だん だん それが いろ んな

とこ ろに 評価さ れて 、 ひいて はこ れが 、そっ ちを 本業と して プロ

フェ ッシ ョナル にな る と。こ れは これ で私は すば らしい とい うふ

うに思っております。

し たが いまし て、 程 度問題 とい いま しょう か、 ちょっ と違 うん

です けど 、程度 問題 と いう言 葉は ちょ っと違 いま すね、 どれ ぐら

いそ の副 業に対 して 思 いを持 って やっ ていく か、 同時に 本業 にも

ちゃ んと 力を入 れて や ってい ただ ける か、そ こら 辺のあ んば いの

問題 かな という ふう に 思って おり ます 。した がい まして 、積 極的

に副 業を 推奨す ると い うこと では ない んです けれ ども、 本業 をし

っか りと 、本務 に精 励 してい ただ きつ つ、そ れぞ れの皆 さん の実

力の 中で 、もし 余裕 が あれば 、地 域に もしっ かり 貢献し てい ただ

きた いと 、その 気持 ち は持ち 続け てい ただき たい な、そ して 、そ

の中 でで きるこ とを や ってい ただ きた いなと いう のが一 つの 基本

的なスタンスではないかなというふうに思っております。

○岡田議長 西野議員。



○西 野議 員 市 長、 あ りがと うご ざい ます。 積極 的にと いう こと

では ない ですけ ど、 市 長の頭 の片 隅に 、常に ちょ っと兼 業、 副業

のこ とを 、本当 、頭 の 片隅で もい いん で置い て、 これか らこ の兼

業、副業を注目していってください。

続 きま して、 中心 市 街地に おけ るス ケート ボー ド広場 整備 につ

いて。

先 日、 ミラノ ・コ ル ティナ オリ ンピ ックの 日本 選手の スノ ーボ

ーダ ーの 目覚ま しい 活 躍があ りま した 。これ をき っかけ にス ノー

ボー ドを やって みた い と思う 子ど もた ちもさ らに 増えて くる と思

います。

ち ょっ といき なり 話 はそれ るん です が、米 子市 は小学 校５ 年生

にな ると スキー 教室 が ありま す。 スノ ーボー ドバ ブル世 代の 我々

の子 ども たちの 中に は 、親が スノ ーボ ードを やっ ていた ので 幼少

期か らス ノーボ ード し かやっ たこ とが ない子 ども たち、 結構 増え

てき てい ると思 いま す 。学校 のス キー 教室で はス キーし か選 択肢

がな いと 思いま すの で 、そこ でス ノー ボード 経験 者の子 ども には

スノ ーボ ードを 選択 す るよう 、教 育委 員会に おい て検討 して いた

だくことを要望しておきます。

こ れは 決して 私の 娘 のため じゃ あり ません 。私 の娘は スキ ーし

かや った ことが ない ん で、こ れは あく まで教 育環 境の多 様性 につ

いての要望ですので、御理解よろしくお願いします。

さ て、 同じ横 乗り カ ルチャ ーの スケ ートボ ード 広場整 備に つい

てで すが 、住ん で楽 し いまち を掲 げて いる米 子市 、若者 が県 外に

移住 しな い、そ して 県 外から 若者 が移 住して 選ば れるま ちに なる

ため にも 、中心 市街 地 におけ るア ーバ ンスポ ーツ 施設、 スケ ート



ボード広場整備は重要な施策の一つであると考えます。

一 方で 、周辺 環境 へ の配慮 など を含 め、慎 重に 進めて いか なけ

れば なり ません 。令 和 ７年６ 月議 会、 私の質 問で 検証を 進め 、事

務の 進捗 化を図 ると 答 弁され まし たが 、現時 点で の具体 的な 検証

内容と進捗状況を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 中心市 街地 にお けるス ケー トボー ド広 場の

整備 につ きまし ては 、 候補地 の選 定に 向けた 検討 を行っ てい ると

ころでございます。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 で は、 こ れまで に中 心市 街地に おけ る設置 候補 地の

洗い 出し や現地 調査 は 実施さ れて いる のか。 実施 されて いる 場合、

その候補地数と重視している主な検討視点を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 候補地 の検 討状 況とい たし まして は、 市街

地エ リア の市有 地か ら 複数の 候補 地を 抽出い たし まして 、現 地の

状況などを確認してございます。

検 討の 主な視 点と い たしま して は、 敷地の 広さ や周辺 の環 境、

近隣 住民 への影 響な ど とし、 検討 を進 めてい ると ころで ござ いま

す。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 候 補地 を 検討し てい ると 言いま した が、具 体的 にそ

の検 討し ている 候補 地 とか複 数あ るん でしょ うか お聞か せく ださ

い。

○岡田議長 石田文化観光局長。



○石 田文 化観光 局長 市内に ある 市有 地とい うの は限ら れて ござ

いま すの で、利 用頻 度 の低い よう な緑 地であ ると か、も しく は公

民館 の駐 車場で ある と か、そ うい った ところ を候 補とし ては 上げ

てご ざい ますが 、ま だ 具体的 な周 辺の 方々へ の聞 き取り など とい

うところは進めているわけではございません。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 次 に、 安 全施策 、近 隣配 慮につ いて ですが 、ス ケー

トボ ード 広場整 備に 当 たって は、 騒音 対策や 歩行 者との 動線 分離

など 、周 辺住民 や商 業 者への 配慮 が重 要と考 えま すが、 どの よう

な課題整理と対策検討がなされているのか伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 整備に 当た って の課題 とい たしま して は、

先ほ ど西 野議員 が御 指 摘され たと おり 、近隣 住民 への騒 音の 影響

や、 歩行 者の通 行が 想 定され る市 有地 の場合 には 動線の すみ 分け

など が考 えられ ます 。 そのた め、 それ らの課 題を 整理し 、対 応を

踏ま えた 整備候 補地 の 検討を 行っ てい るとこ ろで ござい ます 。以

上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 中 心市 街 地での スケ ート ボード 施設 整備、 この 課題

解決が鍵となりそうです。

で は、 既存施 設と の すみ分 けに つい てです が、 本市で は既 に郊

外に 弓ヶ 浜公園 スケ ー トボー ド施 設が ありま す。 弓ヶ浜 との 役割

分担 やす み分け につ い て、中 心市 街地 に整備 する 意義を どの よう

に整理しているのか、本市の見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。



○石 田文 化観光 局長 弓ヶ浜 公園 のス ケート ボー ド広場 は、 比較

的上 級者 の方に も楽 し んでい ただ ける 施設と なっ てござ いま す。

また 、中 心市街 地か ら は離れ た場 所に 位置し てご ざいま す。 新た

に中 心市 街地に 誰で も 楽しん でい ただ けるス ケー トボー ド広 場を

整備 する ことで 、ま ち なかに おけ るに ぎわい の創 出、子 ども の居

場所 づく りやス ケー ト ボード 人口 の拡 大など に寄 与する こと がで

きると考えてございます。

ま た、 現在、 中心 市 街地の 路上 や空 きスペ ース など、 安全 性が

確保 され ていな い場 所 でスケ ート ボー ドをし てい る若者 たち に対

しま して 、安全 にス ケ ートボ ード を楽 しんで いた だくこ とが でき

る場 所を 提供す るこ と もでき ると も考 えてご ざい ます。 以上 です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 そ うで す ね、ま ちな か、 路上や 歩行 空間な どで 遊ぶ

のは 危険 なので 、し っ かり場 所を 提供 してあ げて 、一般 の市 民の

安全 を守 るとい う観 点 からも 、中 心市 街地で のア ーバン スポ ーツ

施設は必要だと考えます。

次 に、 屋内施 設の 可 能性で すが 、中 心市街 地で のスケ ート ボー

ド広 場整 備につ いて は 、騒音 など 周辺 環境へ の配 慮が大 きな 課題

にな ると 考えま す。 一 方で、 本市 は地 区体育 館を 含む公 共施 設の

統廃合や再編も検討されていると認識しております。

江 府町 では、 廃校 利 活用で 体育 館を ＢＭＸ 施設 にして 運営 して

いる 方も います 。Ｂ Ｍ Ｘって 、オ リン ピック 種目 にも、 東京 オリ

ンピ ック の種目 にも あ ったん です けど 、自転 車で スケー トボ ード

パー クみ たいな こと を 、スケ ート ボー ドパー クの ような のを 自転

車で やる 競技な んで す けど、 それ 江府 町にあ るん ですけ ど、 こう



した 公共 施設の 再利 用 の観点 から 屋内 型スケ ート ボード 広場 とし

て活 用す る考え はな い のか。 また 、そ のよう な可 能性が ある 施設

が現時点で存在するのかお聞かせください。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 中心市 街地 のス ケート ボー ド広場 の整 備に

つき まし ては、 市有 地 に屋外 での 整備 を検討 して いると ころ でご

ざい ます 。その ため 、 既存の 屋内 公共 施設を 活用 してス ケー トボ

ード広場を整備することは考えてございません。

ま た、 地区体 育館 に つきま して は、 施設の 老朽 化に伴 いま して

廃止 する 方針で あり ま すこと から 、現 時点に おい て活用 可能 性の

ある施設はないものと考えてございます。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 こ のよ う な質問 をし てお いて、 私も 屋内よ り屋 外が

適正だなと。後の質問で言いますけど、そう思います。

次 に、 若者、 利用 者 の意見 反映 につ いて伺 いま す。実 際に 利用

する 若者 やスケ ータ ー の意見 を検 証や 計画に どの ように 反映 させ

ていく考えなのか、意見聴取の手法について伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 実際に スケ ート ボード をさ れてる 方々 との

面談 、意 見交換 によ り まして 、ニ ーズ の把握 を行 うこと とし てご

ざい ます 。利用 され る 方々の ニー ズに かなっ た施 設とし て整 備で

きま すよ う、整 備候 補 地や施 設の 仕様 などの 検討 に反映 させ てい

きたいというふうに考えてございます。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 で は、 現 段階で スケ ート ボード をし ている 方々 との



面談、意見交換会の実績、これがあるのかお聞かせください。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 実際に は、 以前 にスケ ート ボード のイ ベン

ト的 なも のをさ れて お られる 方が 元町 のほう にお られま して 、そ

の方 を通 じまし て高 校 生、中 学生 など の意見 を今 後お伺 いす るよ

うな予定としてございます。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 次 に、 近 隣では 、境 港市 スケー トボ ード広 場、 間も

なく 完成 いたし ます 。 境港市 は、 施工 の業者 など 、どの よう な人

物か らア ドバイ スを い ただい たの か、 分かれ ばお 聞かせ くだ さい。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 境港市 のス ケー トボー ド広 場は竜 ヶ山 公園

内に 整備 され、 議員 が おっし ゃい ます ように 、４ 月頃に 供用 開始

をされる予定であるとのことでございます。

整 備に 当たり まし て は、障 害物 をコ ンクリ ート 製のも のに する

など 、ス ケート ボー ド 利用者 や施 工実 績のあ る事 業者の 方か らい

ただ いた 意見を 反映 さ れたと いう ふう に伺っ てご ざいま す。 以上

です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 境 港市 に おける スケ ート ボード 施設 整備に つい ては、

当初 、本 市の弓 ヶ浜 公 園と同 様に 、い わゆる セク ション アイ テム

を購 入し 、設置 する 方 式が検 討さ れて いたと 伺っ ており ます 。し

かし 、そ の計画 段階 に おいて 、本 市で 活動す るス ケート ボー ダー

から 、既 製品の セク シ ョンを 置い ただ けでは 、地 元利用 者は もと

より 県外 からも 人は 集 まらず 、魅 力あ る施設 には ならな いと の助



言が なさ れまし た。 そ の上で 、日 本各 地でス ケー トボー ドパ ーク

の施 工実 績を有 する 専 門業者 を紹 介し 、競技 者の 視点を 取り 入れ

た結 果、 コンク リー ト 製の一 体型 スケ ートボ ード パーク とし て整

備さ れる に至っ たと 聞 いてお りま す。 このよ うに 、実際 の利 用者

であ るス ケータ ーの 意 見を取 り入 れ、 専門性 の高 い事業 者と 連携

して計画を進めていくよう要望します。

次 に、 整備に 当た っ ての財 源に なり ます。 国・ 県補助 金の 活用

や、また民間活力の導入なども想定しているのか伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 現時点 にお きま しては 、整 備に係 る財 源と

しま して は、日 本ス ポ ーツ振 興セ ンタ ーのス ポー ツ振興 くじ 助成

金の活用を想定しているところでございます。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 ス ポー ツ 振興く じ助 成金 、先日 の冬 季オリ ンピ ック

での 日本 選手の 活躍 な ど、近 年の 日本 選手の 強さ 、これ まさ にサ

ッカ ーく じｔｏ ｔｏ の 導入か ら始 まり ました 。サ ッカー くじ が始

まる 前、 オリン ピッ ク や世界 大会 でも なかな か決 勝にさ え進 むこ

とが でき ない、 柔道 は 除いて です ね、 メダル もほ とんど の競 技、

取れ なか ったと 思い ま す。し かし 、サ ッカー くじ が導入 され てか

らは、すごい日本人の選手の活躍が目立つようになりました。

今 では 年間売 上げ は 、令和 ６年 度 1,３ ３ ０ 億 円 、 過 去 最 高 売 上

げ と な り ま し た 。税 金 に頼ら ぬ国 民参 加型の 財源 、オリ ンピ ック

強化 だけ ではな く、 ジ ュニア 育成 、地 域スポ ーツ 、障が い者 スポ

ーツ など 、日本 スポ ー ツの底 上げ に大 きく貢 献し ており ます 。私

もた まに サッカ ーく じ やりま すが 、全 く当た りま せん。 しか し、



こう して 日本ス ポー ツ 全体の 支援 をし ている 、そ う思え ば、 当た

らなくても毎週買わないといけないと思います。

ち ょっ と少し 話が そ れまし たが 、こ のスポ ーツ 振興く じ助 成金

の補 助率 、また 本市 で スポー ツ振 興く じの助 成金 の実績 、そ して

他市 のス ポーツ 振興 く じ助成 金を 活用 しての アー バンス ポー ツ施

設どれぐらいあるのかお聞かせください。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 スケー トボ ード 広場を 整備 する際 のス ポー

ツ振 興く じ助成 金の 助 成率は 事業 費の ３分の ２で 、上限 とい たし

まし ては 2,０ ０ ０ 万 円 で ご ざ い ま す 。 本 市 に お け るスポ ーツ 振興

くじ の実 績とい たし ま しては 、近 年、 施設整 備費 として 東山 陸上

競技 場の 走路更 新、 東 山庭球 場の 人工 芝更新 や弓 浜コミ ュニ ティ

ー広 場の 照明設 備整 備 の際に 助成 を受 けてお りま す。ま た、 大型

スポ ーツ 用品の 購入 や 皆生ト ライ アス ロン大 会に も助成 をい ただ

いて いる ところ でご ざ います 。ま た、 他の自 治体 におけ るス ポー

ツ振 興く じ助成 金を 活 用され たア ーバ ンスポ ーツ 施設の 整備 実績

につ きま しては 、鳥 取 市など 複数 の自 治体が 助成 を受け てお られ

まし て、 令和３ 年度 か ら令和 ７年 度の 間には ２５ 件のス ケー トボ

ード広場の整備をされておられる実績がございます。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 上 限 2,０ ０ ０ 万 円 と い う こ と は 、 3,０ ０ ０ 万 円 の ス

ケ ー ト ボ ー ド 施 設 を 造 っ たら 2,０ ０ ０ 万 円 の 補 助 で 1,０ ０ ０ 万 円、

一 般 財 源 で で き る と い う こと でご ざい ます。 本市 も数々 のス ポー

ツ振 興く じ助成 金を 使 った補 助を 獲得 してま すの で、こ れ補 助金

の獲 得に ついて は心 配 ないも のと 思い ます。 財源 となる スポ ーツ



振興くじの詳細ありがとうございました。

さ て、 施設整 備計 画 におい て重 要に なって くる のが、 今後 のス

ケジ ュー ル感だ と考 え ます。 スケ ート ボード は音 の問題 など 、中

心市 街地 におい ては な かなか 決ま らな い可能 性も ありま す。 やは

り前 進さ せてい くた め にも、 ゴー ルの 時期を これ 設定決 める べき

だと 思い ます。 検証 か ら具体 的な 方針 決定、 事業 化に至 るま での

今後のスケジュール感について、本市としての目安を伺います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 ス ケジ ュ ールに つい て私 のほう から 答弁を いた しま

すが 、先 ほど局 長か ら も答弁 がご ざい ました とお り、候 補地 につ

いて はあ る程度 、中 心 市街地 の中 で絞 り込ん でい るとい う状 況が

ござ いま す。た だど れ も一長 一短 なと ころが ござ いまし て、 最終

的に ここ だとい う候 補 地に決 めか ねて いる状 況が ござい ます 。や

はり それ は先ほ ど申 し 上げた とお り、 近隣の 方々 への配 慮だ とか、

様々 な課 題をち ょっ と 整理し なけ れば ならな いと いうこ とが あっ

たり だと か、あ るい は 候補地 とし ては 場所は あっ たとし ても 、果

たし てそ こでよ いの か という よう なこ ともご ざい ます。 つま り、

スケ ート ボード をや り たい少 年た ちが 、あそ こま で行っ てや るか

なと いう ことも いろ い ろ考え ると 、ど れも一 長一 短とい いま しょ

うか 、そ ういう 状況 が ござい ます 。し たがい まし て、そ の辺 りの

最終 的な 候補地 の絞 り 込み、 これ さえ できれ ば、 もう速 やか にこ

れは やっ ていき たい と いうふ うに 思っ ており ます が、現 時点 でち

ょっ とそ こまで でき て おりま せん ので 、明確 なス ケジュ ール を述

べる 段に はない んで す けれど も、 少な くとも 絞り 込みま では でき

たと いう 話はこ こで 報 告させ てい ただ きたい と、 そのよ うな 状況



でございます。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 絞 り込 み ができ たと 言わ れます が、 この絞 り込 みが

私の 質問 に当て はま る のかど うか 分か りませ んけ ど、候 補地 の選

定に 当た っては 騒音 や 安全面 、周 辺環 境など 様々 な課題 があ ると

考え ます が、中 心市 街 地のに ぎわ い創 出とい う観 点から は、 駅周

辺に 人が 集い、 日常 的 に目に 触れ る場 所があ るこ とが重 要だ と考

えま す。 その観 点か ら 申し上 げれ ば、 だんだ ん広 場ある いは 文化

ホー ル前 広場、 こち ら がアー バン スポ ーツ施 設の 整備場 所と して

適し てい るので はな い かと考 えま す。 特にだ んだ ん広場 につ いて

は交 番が 隣接し てお り 、子ど もた ちが 安心し て利 用でき る環 境で

ある こと 、また 周辺 に 民家が 少な いこ とに加 え、 過去に 同広 場で

実施 され たスケ ート ボ ードイ ベン トに おいて 、騒 音等の クレ ーム

が一 切な かった と伺 っ ており ます 。ま た、ス ケー トボー ドに 限ら

ずダ ンス の練習 やス リ ー・オ ン・ スリ ーバス ケッ トボー ルな ど複

数の アー バンス ポー ツ に対応 した 空間 とする こと で、若 者が 自然

と集 い、 交流が 生ま れ る場所 とな り、 駅周辺 のに ぎわい につ なが

るも のと 考えま す。 こ れは伊 木市 長が 掲げる 本市 の将来 像で ある

「住 んで 楽しい まち よなご 」、 これ の実現 に向 けた取 組と して

も大 きな 意義が ある と 考えま す。 実際 にスケ ート ボード 利用 者か

らは 、だ んだん 広場 や 文化ホ ール 前広 場、こ ちら にスケ ート ボー

ドパ ーク ができ れば 、 一般の 方々 にも 競技を 見て もらう こと がで

き、 それ をきっ かけ に 子ども たち が興 味を持 つよ い循環 が生 まれ

ると の声 も伺っ てお り ます。 利用 時間 を例え ば午 前１０ 時か ら午

後６ 時ま でに限 定す る など、 運用 面で の配慮 を行 えば、 近隣 商業



施設、宿泊施設等の理解も得られるのではないかと考えます。

そ こで 伺いま すが 、 だんだ ん広 場や 文化ホ ール 前広場 、ア ーバ

ンス ポー ツ施設 の整 備 の候補 地と する ことに つい て、市 とし てど

のよ うな 見解を お持 ち かお伺 いい たし ます。 あわ せて、 それ ぞれ

の広 場に おいて 屋根 を 設置す る場 合、 建蔽率 を踏 まえた 上で 設置

可能 な屋 根の規 模に つ いて、 現時 点で 想定し 得る 範囲が あれ ばお

示し くだ さい。 また 、 Ｐａｒ ｋ－ ＰＦ Ｉなど の民 間活力 を活 用し

た場 合に おける 設置 屋 根の最 大可 能規 模につ いて も併せ て見 解を

伺います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 た だい ま の質問 につ いて 、後か らの 御質問 であ りま

す屋 根の 件につ いて 、 先にお 答え させ ていた だき ますが 、そ れぞ

れの 広場 を屋根 付広 場 として 整備 する 際の屋 根の 面積に つき まし

て、 だん だん広 場の 場 合、Ｐ ａｒ ｋ－ ＰＦＩ を活 用した 場合 には、

最大 で敷 地面積 の１ ２ ％まで 、文 化ホ ール前 広場 におき まし ては、

最大で敷地面積の８０％までというふうになります。

そ こで 前段の 御質 問 ですけ れど も、 だんだ ん広 場、文 化ホ ール

前、 それ ぞれ挙 げて い ただき まし た。 これら は我 々にと りま して

も候補地というふうに考えてはおります。

ま ずそ の一つ 目、 だ んだん 広場 につ きまし ては 、今既 に多 様な

使わ れ方 がされ てい る という こと がご ざいま して 、その 多様 な使

い方 とど れだけ この 共 存がで きる のか という とこ ろに課 題を 見い

だし てお ります 。あ る 程度面 白い バン クなん かを 設置し た場 合に

は、 それ 以外の 使い 方 に制約 が出 てく ると。 議員 御指摘 のと おり、

例え ばダ ンスを する 場 所だと か、 合わ せた形 のも のがで きる ので



あれ ば、 これは 当然 考 えたい と思 いま すが、 ちょ っとそ こら 辺に

いろ いろ と難し い点 が あるの では ない か。も う一 つは、 ぐる りと

商業 施設 なども 囲わ れ ている とこ ろで して、 駅か ら歩い てく る人

たち との 歩行動 線と の 交錯と いう もの を整理 しな ければ いけ ない

という課題点というものがございます。

一 方、 文化ホ ール 前 の広場 につ きま しては 、だ んだん 広場 より

はい わゆ るデッ ドス ペ ースと いう もの が比較 的広 くあり ます ので、

こち らは 一つ候 補地 に なるか なと いう ふうに 思っ ており ます が、

会議 室に 面した 場所 に もなっ てお りま すので 、会 議途中 の使 用を

どう する のかと いう 点 で非常 にち ょっ と悩ま しい ところ がご ざい

ます 。そ れと、 こち ら も一定 のイ ベン トなど を開 催する 状況 もご

ざい ます ので、 その イ ベント など との 兼ね合 いを どのよ うに 図っ

てい くの かとい うこ と 、それ と、 やは り歩か れる 方もも ちろ んい

らっ しゃ います 。駅 の だんだ ん広 場よ りは少 ない ですけ れど も、

いら っし ゃいま す。 し たがい まし て、 そうし た歩 行動線 との 兼ね

合い 。こ れらの 課題 を うまく 解決 でき れば、 向か いたい と思 うん

です が、 現時点 にお い てちょ っと 悩ま しいな とい うふう に今 考え

ているところでございます。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 そ の２ つ が候補 地の 中の １つと いう ことで ちょ っと

ほっ とし ており ます 。 だんだ ん広 場、 こちら 文化 ホール 前に 比べ

てち ょっ と課題 が多 い ようで す。 ちな みに、 屋根 の件な んで すけ

ど、 だん だん広 場は こ れ、都 市公 園だ からＰ ａｒ ｋ－Ｐ ＦＩ にし

ても １２ ％とい う認 識 でよろ しい です かね。 そう ですよ ね。 いい

ですか。



○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊達都市整備部長 そのとおりでございます。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 だ んだ ん 広場、 Ｐａ ｒｋ －ＰＦ Ｉを 取り入 れて も屋

根が 敷地 面積の １２ ％ ほどし かで きな い。そ れに 比べて 、文 化ホ

ール 前広 場では 敷地 面 積の８ ０％ 、屋 根が設 置で きると いう こと

でご ざい ますの で、 こ れはち ょっ と非 常に興 味深 く、ま た大 きな

可能 性を 感じさ せる 数 字でご ざい ます 。スケ ート ボード 施設 とし

ての 活用 にとど まら ず 、先ほ ど伊 木市 長が言 われ たよう に、 音楽

イベ ント やマル シェ 、 そして 式典 など 様々な 屋外 イベン トに 対応

でき る広 さと機 能性 を 備えた 空間 とし て幅広 い期 待がで きる もの

と考えます。

い ずれ にいた して も 、「住 んで 楽し いまち よ なご」 、こ れの

実現 に向 け、様 々な 可 能性を 検討 し、 市民か らも 市外の 方か らも

選ばれるまち米子市、これを築いていきましょう。

以 上を もちま して 、 私の１ 期目 最後 の質問 を終 わりま す。 あり

がとうございました。


